
 

２０ １ ４ 年度  公 益 社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

青 少 年 育 成委 員 会  委 員 長  谷 川  聡  

 

 乙 訓 青 年会 議 所 は、 私 達 の先 輩 諸 兄が 郷 土 愛を 再 認 識し 、 自 らの 研 鑽 を通 じ

て友 情 を 深め 、 明 るい 豊 か な社 会 の 実現 を 目 指し 設 立 され ま し た。 そ し て現 在

に至 る ま で 奉 仕 ・ 修練 ・ 友 情を 三 信 条 と し て 切磋 琢 磨 しな が ら 活動 を 続 けて 来

られ 、 本 年度 ３ ５ 周年 を 迎 えま す 。 私達 現 役 メン バ ー は こ の 歴 史や 伝 統 、 想 い

をし っ か り と 受 け 継ぎ 、 ど んな 困 難 にも 負 け ず 揺 る ぎ ない 不 動 の心 で 、 未来 の

明る い 豊 かな 乙訓
ま ち

へ の 原動 力 と なり 活 動 し 、 次 代 に継 承 し て行 か な けれ ば な り

ませ ん 。  

現 在 、 日 本の 多 く の家 庭 は 、か つ て の大 家 族 では な く 、夫 婦 と 子ど も だ けの

核家 族 が 増え 、 さ らに ゲ ー ム機 や イ ンタ ー ネ ット 等 の 普及 に よ り 、 子 ど も達 は

地域 の 様 々な 年 代 の人 々 と 直接 触 れ 合う 機 会 が少 な く なっ て い ます 。 ま た 、 少

年非 行 や 不登 校 問 題、 学 級 崩壊 な ど が問 題 と なっ て お り、 そ の 原因 は 親 や大 人

が大 き く 関わ っ て いる と 考 えま す 。  

 本 年 度 、青 少 年 育成 委 員 会で は 、 人を 敬 い 和を 大 切 にし 、 道 徳心 を 養 い慈 愛

の心 を 持 って 活 動 して 参 り ます 。私達 が子 ど も の模 範 と なり 背 中 を見 せ る 事で 、

青少 年 の 健全 な 育 成を 行 い 、明 る い 豊か な 乙訓
ま ち

の 実現 を 目 指し ま す 。 ま ず は 、

小学 １ 年 生か ら ６ 年生 ま で を対 象 に 、各 委 員 会と 協 力 し乙 訓 文 化少 年 団 を 開 催

致し ま す 。そ し て 子ど も 達 が、 学 校 では 出 来 ない 体 験 を通 じ て 団体 行 動 の中 で

養え る 協 調性 や 規 律、愛 郷心 や 仲 間に 対す る 優 しさ や 思 いや り を 持つ と い った 、

心豊 か な 人間 性 を 育く め る 事業 を 行 いま す 。 さら に 私 達大 人 が 自分 自 身 を見 つ

め直 し 律 する 事 で 、メ ン バ ー自 身 の 成長 に 繋 げて い き ます 。 ま た、 ５ 月 オー プ

ン例 会 で は、 乙訓
ま ち

の 未 来と も 言 う べ き 子 ども 達 の 健全 な 育 成の 為 に 、私 達 大 人

が今 一 度 道徳 心 を 養い 、 慈 愛の 心 を 持っ て 子 ども 達 と コミ ュ ニ ケー シ ョ ンを 図

る必 要 性 をお 伝 え しま す 。 そし て 子 ども 達 に 夢を 持 っ ても ら う 大切 さ を 、地 域

の皆 様 と 共に 学 ぶ 例会 を 開 催 致 し ま す。 さ ら にケ イ ジ ャー ズ カ ップ で は 、子 ど

も達 が 試 合に 集 中 して 熱 闘 が繰 り 広 げら れ る よう 実 行 委員 会 と 連携 協 力 し、 大

会運 営 を 行い ま す 。 ま た 、 乙訓 ふ る さと ふ れ あい 駅 伝 では 大 会 委員 会 と 連携 し

て、 子 ど も達 が レ ース に 集 中し て 全 力を 尽 く せる よ う 大会 運 営 を行 い ま す 。 そ

して ３ ５ 周年 記 念 式典 及 び 記念 事 業 、ま ち づ くり 事 業 への 参 加 協力 も 「 和敬 清

寂」 の 心 で 委 員 会 メン バ ー 一丸 と な り 取 り 組 みま す 。 さら に 私 達が 行 う 事業 を

遂行 し 、 明る い 豊 かな 社 会 の実 現 を 達成 す る には 多 く の同 志 が 必要 で あ り、 会

員拡 大 委 員会 と 連 携 協 力 す る事 で 、 会員 拡 大 活動 を 進 めて 参 り ます 。  

最 後 に 青 少 年 育 成 委員 会 は 、 忘
も う

己
こ

利他
り た

の精 神 を持 っ て あら ゆ る 事業 に 率 先し

て取 り 組 み、 感 謝 の気 持 ち を常 に 伝 え 一 年 間 活動 し て 参り ま す 。人 は ど うし て

も自 分 を 中心 に 考 えて し ま いが ち で すが 、 己 を忘 れ て 他を 利 す る行 動 に より 感

謝の 気 持 ちも よ り 大き く な り、 自 ら 成長 し て い き ま す 。 乙訓
ま ち

の未 来 とも 言 う べ

き子 ど も 達も 、 そ の様 な 大 人の 背 中 を見 て 乙訓
ま ち

や 他人 の 為 に尽 く せ る大 人 に 成

長し 、 思 いや り が 溢れ る 明 るい 豊 か な 乙訓
ま ち

に繋 げ て参 り ま す。  


